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学校法人津曲学園役員退職慰労金支給規程 
 

平成 06 年 3 月 31 日 制定 
                                   

(目的)  
第 1 条 この規程は，学校法人津曲学園（以下「学園」という。）の寄附行為(昭和 26年 3月 5 日制定)
第 6条の規定に基づき，役員の報酬等に関し必要な事項を定めることを目的とする。 

 
 (定義)  
第 2 条 この規程において，次の各号に掲げる用語の定義は，当該各号に定めるところによる。 
(1) 役員とは，理事及び監事をいう。 
(2) 常勤の役員とは，学園において勤務することが常態である者をいう。 
(3) 非常勤の役員とは，常勤の役員以外の者をいう。 
 
 (支給の条件)  
第 3 条 常勤の役員が次の各号により退任した場合は，退職慰労金を支給する。ただし，津曲学園退職
金規程（平成 17 年 3 月 30 日制定）の適用を受ける者に対しては，退職慰労金は支給しない。 

 (1) 任期満了 
 (2) 辞任 
 (3) 死亡 
2 非常勤の役員が退任した場合は，退職慰労金は支給しない。ただし，役員在任中特に功績があったと
理事会で認めたときは，功労金として 10 万円を支給することができる。 

 
(支給方法)  

第 4 条 役員の退職慰労金の支給については，津曲学園退職金規程第 6条及び第 7条を準用する。 
 
 (算定方法)  
第 5 条 退職慰労金の支給額は，役員の退職日における報酬月額に，その者の在任期間を別表（役員退
職慰労金支給率表）に応じた支給率を乗じて得た額とする。 

2 前項における在職期間とは，役員として就任した日の属する月から退任の日の属する月までとし，1
年未満の端数を生じた場合は，6か月未満はこれを切り捨て，6か月以上は 1年とする。 

 
 (加算)  
第 6 条 役員在任中特に功績があったと理事会で認めたときは，前条で算出された支給額に 100 分の 20
以内の金額を加算して支給できる。 

 
 （公表） 
第 7条 学園は，この規程をもって，私立学校法第 63条の 2第 4号に定める報酬等の支給の基準として
公表する。 

 
 (改廃)  
第 8 条 この規程の改廃は，評議員会の意見を聴いた上で，理事会の承認を得なければならない。 
 
   附 則  
1 この規程は，平成 6年 4月 1日から施行する。  
2 この規程施行以前に就任し，この規程施行日以降も引き続き在任する役員の在任期間については，そ
の役員の就任時に遡り継続通算する。  

附 則 
  この規程は，平成 22年 6月 1 日から施行する。 

附 則 
  この規程は，令和元年 6月 1日から施行する。 

 附 則 
 この規程は，令和 2年 4月 1日から施行する。 
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別表（第 6条関係）     

役員退職慰労金支給率表 

勤続年数 支給率 

１年 ０．９０ 

２ １．５９ 

３ ２．４９ 

４ ３．３９ 

５ ４．２８ 

６ ５．１８ 

７ ６．４０ 

８ ７．３４ 

９ ８．２９ 

１０ ９．９３ 

１１ １０．９６ 

１２ １２．９６ 

１３ １４．０９ 

１４ １５．２４ 

１５ １７．４２ 

１６ １８．６２ 

１７ １９．８３ 

１８ ２１．０５ 

１９ ２２．２５ 

２０ ２４．８４ 

２１ ２６．１３ 

２２ ２７．４４ 

２３ ２８．８２ 

２４ ３０．０７ 

２５ ３３．１１ 

２６ ３４．９６ 

２７ ３６．８２ 

２８ ３８．６７ 

２９ ４０．５４ 

３０ ４４．４７ 

３１ ４６．４０ 

３２ ４７．９０ 

３３ ４９．４１ 

３４ ５０．９３ 

３５ ５２．３６ 

３６ ５３．９６ 

３７ ５５．４７ 

３８ ５６．９７ 

３９ ５８．４９ 

４０以上 ６０．００ 

 


